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「ISO９００１の更新」
 ２０１９年から認証を受けていたISO９００１の更新及び拡⼤審査を⾏い、
２０２３年２⽉９⽇付で更新することができました。移転の際に新規開設した
事業はもちろん既存の事業につきましてはシステムが変わった事もあり、審査
の際は終始不安ではありました。審査の結果としましては、⼤きな指摘もあり
ませんでした。引き続きより良いサービスを利⽤者様に提供するため、⽇々業
務の改善や⾒直しをし、⽇々利⽤者様の事を思い運営を⾏なっていきます。

「夜間想定訓練」 療育病棟⼀階からの⽕災を想定した避難訓練を実施しました。消⽕器や消⽕栓を実際に持っていき、消⽕活動の動きを⾏なったり、消防所からの電話対応や利⽤者様の⼀時避難を⾏ないました。⼀時避難については、旧施設はんな・さわらび療育園と違って、さわらび医療福祉センターは⼆階建てとなっているため、⼀階の利⽤者様を⼀時避難させた後に⼆階の利⽤者様も同様に⼀時避難を⾏ないました。訓練終了後には訓練実施者同⼠で改善点をあげ、その意⾒を取り⼊れ今後の避難訓練に⽣かしていきます。

〜最近の出来事〜

さわらび医療福祉センター正⾯⽞関 総合受付にて掲載中



今年も残り僅かになりました。6⽉に榛名から移転し、早くも半年が経とうとしています。 利⽤者の⽅も、職員も新しい環境やユニットの雰囲気、1⽇の流れにも⼤分慣れ、楽しく過ごせております。移転後もお楽しみ会や⽂化祭、誕⽣⽇会等、様々な⾏事がありました。11⽉には追悼式に参加し、利⽤者様との思い出を振り返り、⾃分の個別⽀援について考える機会がありました。 ⽀援員として、経験年数を重ねても個別活動や⽀援、⾏事を⾏う中で昨⽇と違う反応や、新しい発⾒ができるよう、初⼼を忘れずいろいろな表情が引き出せるように振り返りかえりながらやっていきたいと思います。        保育⼠ 萩原希望

「⼊職してから」 ⼊職当初は、⼀つ⼀つの業務を覚えていくことに必死で不安と緊張の毎⽇でした。また、利⽤者様との関わり⽅に悩むこともありましたが、先輩⽅に⼿厚い指導をしていただき徐々に利⽤者様⼀⼈⼀⼈に合った関わり⽅ができるようになりました。移転後も引き続き⼩児ユニットへの配属となり、⽇々成⻑していく利⽤者様の姿に喜びを感じております。 移転後は急変対応をする機会が多く、看護師として多くの学びがあった⼀年でもありました。今後も外部研修等に積極的に参加し、常に学び続ける姿勢を忘れず看護師として成⻑していきたいと思います。                        看護師 蓮⾒なつみ

「半年」 榛名から移転をして約半年、ショートステイ（短期⼊所）は15名受け⼊れの登録ですが、スタート当初は数名の受け⼊れで始まり、御利⽤者様・御家族様には中々予約が取れなかったり、新型コロナウイルス感染症の影響で受け⼊れがストップになってしまったりと⼤変ご迷惑をお掛けしてしまいましたが、やっと15名受け⼊れが出来るようになってきた半年⽬です。 短期（数⽇）での利⽤の⽅には少しでも楽しんでもらえるように、⻑期的利⽤の⽅には安⼼安全で1⽇1⽇に変化が感じられるように介助・⽀援していきたいと思います。そしてなにより、2回・3回と何度も利⽤したいと御利⽤者様・御家族様に思ってもらえるようにしていきたいと思います。        保育⼠ 平尾真幸

「移転後初めての冬」 2⽉になり「今年は雪が降るかなぁ」と利⽤者さんと話をしていたら、10⽇の朝から雪が降ってきました。出勤して、利⽤者さんと⼀緒に窓の外を⾒ながら「雪⾒ご飯だね」と話をしながら昼介助をしたり、上着を着て抱っこをし、外に出て少しだけ雪の中を歩いたりしました。少し寒そうでしたが外に出るとみんなまぶしそうに⽬を細め笑顔で雪を⾒ていました。外に⾏けなかった利⽤者さんは、雪⽟を作りリビングで雪の感触を楽しみました。 次は3⽉になれば桜が咲くと思うので、桜の下で花を⾒ながら写真が撮れたらいなと思っています。                  保育⼠ 野⼝⿇由

〜病棟便り〜



「浜川へ移転して」 移転前は引越準備に追われましたが、６⽉に移転をしてあっという間に半年がたちました。コロナ禍ということもあり、顔も名前も分からない利⽤者を⽀援させていただくことにとても不安でした。移転後は新しい施設新しい業務、何年かぶりの夜勤など覚えることも多くとても⼤変でした。 また、初めて⽀援させていただく利⽤者⼾惑うこともたくさんありましたが、今ではお互いにも慣れ笑いながらお話ができるようにもなりました。未だにコロナも収束せず、利⽤者の⾏動範囲も限られています。⼀⽇でも早くコロナが落ち着き少しでもの⾏動範囲が広がれば良いなと思っております。 これからも利⽤者が安全に安⼼して⽣活が送れるように⽇々努めていきたいとおもいます。                                    介護福祉⼠ 登坂和美

「新しいさわらび」 移転してから早くも秋を迎え、利⽤者の皆さんも私たち職員も慣れてきた頃でしょうか。 利⽤者の皆さんはリビング内を⾃由に移動したり、ゴロゴロしながらお昼寝をしたり、またある時は利⽤者さん同⼠で会話をしているかのように⾝振りで何かを伝えあっていたりと充実した毎⽇を過ごしているように感じます。榛名にいた頃とは違う環境の⼀つとして、新幹線の⾳や隣のグラウンドからの声が聞こえることが挙げられます。今までは⾃分たちしかいないような静けさだったさわらびも、周囲の賑やかな⾳が聞こえ、利⽤者の皆さんも私たちも新たな環境で過ごしているんだなあ、と実感させられます。 移転したからこそできることも今後さらに増えていくと思います。リハビリ職として、利⽤者の皆さんがよりよい毎⽇を送れることを願いながら、より⼀層仕事に励んでまいります。     ⾔語聴覚⼠ 島村寿実玲「楽しいお⾵呂」 ⽴春を迎え、暦の上では春となりましたが、まだまだ寒い⽇が続いています。2階Eユニットでは、個別活動の⼀環として、対象の利⽤者様に個浴での⼊浴を⾏っています。湯船に⼊ってお湯に触れたり、ボールやアヒルのおもちゃを浮かべて⼿に取ってみたり、それぞれ思い思いに楽しまれている様⼦が窺えます。お⾵呂で⾝体の芯まで温まり、皆さんとても良い表情を⾒せてくれます。 今後も、利⽤者様が楽しい時間を過ごせるように⽀援をしていきたいと思います。        社会福祉⼠ 林千尋

「移転して」 昨年の6⽉に浜川へ移転してから半年が経過しました。移転したばかりの頃は新しく関わらせていただく利⽤者様も多く、⼾惑うこともありましたが今では落ち着いて利⽤者様と関わることができるようになってきました。 引っ越しをしてすぐの頃は利⽤者様の体調も安定しない時期がありましたが、今では穏やかに過ごされています。 コロナウイルスも収束せず、不安な⽇々が続きますが利⽤者様が安全に、快適な⽇々を送れるようにこれからも努めていきたいと思います。        看護師 佐藤来美



「笑顔は⼤事」 施設の移転をしてからはや半年が経とうとしています。⽇の陰る時間も早くなり、少し肌寒く感じる季節となってきました。季節の変わり⽬は体調を崩しやすいと⾔いますが、利⽤者さんが体調を崩さないよう、ケアを充実させていきたいと考えております。 今年は⼤きな節⽬の年でした。皆さんもご存じの通り、施設の移転があり、世間でも⼤きな話題となったコロナも⼤きく影響を及ぼしました。そんな中でやはり感染対策は必須となり、リハビリとしても担当を分散させてより少⼈数と密にリハビリをするようになりました。利⽤者さんには窮屈な思いもさせることがありましたが、そんな中でも私たち職員に笑顔を⾒せて下さる⽅が多くいらっしゃいました。そんな利⽤者さんたちに元気づけられ笑顔になることができます。笑顔になると⼼も明るくなります。コロナ禍の中で、笑顔で⽣活をすることはとても⼤事なことだと利⽤者さんに教えて頂きました。だからこそ、より気持ちよく楽しく⽣活を送って欲しいと強く思うようになりました。私にできることは⼩さいことかもしれませんが、それが少しでも利⽤者さんの⽣活に役⽴てられるように頑張っていきますので、これからもどうぞよろしくお願い致します。        作業療法⼠ 泉俊介

「⾒えてくる変化、成⻑」 静かな榛名のお⼭から、遊ぶ⼦どもたちの笑い声、⾼校⽣の野球の⾳、新幹線の通過⾳や⾞や町の喧騒が少し離れたところから聞こえてくる、静かな浜川公園の隣まで、みんなで引っ越してきて６ヶ⽉が経ちました。広くなって、みんなで過ごせるようになったリビング。前よりも近くにいる看護師さんたちや⽀援員さんたち。近いので、誰かがリハビリをしているのが⾒えたり、しているのを⾒られたりもします。 そんな新しい環境の中で、リビングで過ごすみなさんに、⾊々な変化が⾒られてきました。今までに⾒たことがなかったような動きをして⾒せてくれたり、⾒たことがなかったような表情を⾒せてくれたり、聞いたことがなかったような、声を聞かせてくれたりしてくれています。 みんな、ゆっくりと少しずつ、成⻑や変化を⾒せてくれています。        理学療法⼠ 井上
「楽しい毎⽇」 移転して初めての年越しを経験しました。世間ではまたコロナが流⾏してきており、⽇々感染対策を⾏いながら⽣活をしております。そのような世間ではありますが、当施設では利⽤者の皆さん、楽しく毎⽇を過ごしております。ある⼈は私たち職員が歌のワンフレーズを歌うとその後を⼀緒に歌ったり、またある⼈はイベントごとに合わせて⾏いたい出し物などを職員に相談してそのイベントの⽇までに完成するように⼯作の時間を設けたりと⽇々楽しく邁進しております。 このようなご時世であっても楽しく毎⽇を過ごされている利⽤者さんにいつも元気と勇気を分けてもらっております。私⾃⾝⼊職したばかりで最初は右も左も分からない状態でしたが、⽇々利⽤者さんと関わっていくことで私⾃⾝も楽しい毎⽇を送れています。今後とも利⽤者さんと⼀緒に楽しい毎⽇を送って⾏けるように⽇々尽⼒してまいります。      理学療法⼠ 津⽥賢太郎



たび、皆さんの⽣活がより豊かに、
安⼼できるものになるためのリハビ
リを、しっかり考えていきたいと感
じています。
      作業療法⼠ 飯塚智⼦
「施設移転をして⽇々過ごす中で」 移転して半年以上が経ち、寒い季節も終盤に差し掛かりました。6⽉に施設移転を⾏い、新しい環境で⽣活をする中で、慣れるまで慌ただしいことばかりでした。今現在は徐々に利⽤者さんの⽣活スタイルも定まり、バリエーションも増えてきたように感じます。榛名の施設同様、⽇向で⽇中を過ごしたり、窓から⾒える榛名の時とは異なる景⾊をじっと⾒つめていたり、新幹線に⼿を振ったり、浜川公園から聞こえる⼤きな声を聞いたり。また、移転直後は環境の変化に気付いて周りをきょろきょろと⾒渡している利⽤者さんもいらっしゃいました。そんな⽇々を振り返ると、榛名で過ごしていた時には⾒ることのできなかった利⽤者さんの新たな表情や⾝振りを⽬の当たりにすることができ、とても貴重な経験をさせてもらっているのだと実感しました。 このように⼤きなイベントがあった際でも、⽇常を送る中でも、利⽤者さん⾃⾝の気付きや些細な変化を⾒逃さず、利⽤者さんの気持ちに共感できる職員でありたいです。利⽤者さんが何を感じているのかを⽇々考えながら関わりを深めたいと⽇々の様⼦から改めて感じました。      理学療法⼠ ⼊内島駿弥

「I様の⽣活 新しい出会いと発⾒」 榛名にいたころから継続してリハビリを⼀緒にしている、⼊所利⽤者I様との関わりについて紹介させてください。I様は⾳や声を聞き分ける⼒がとても優れています。そのため、私が近くを通りかかると「シ―――、つっつっつっつ…つつ！」と⾆を鳴らす、⼆⼈の定番のやりとり遊びをしてくださいます。しかし、I様は引っ越し後しばらく、新しいユニットメンバーの利⽤者様や、初めて関わる職員の声に少し緊張しているようなご様⼦でした。 引っ越しから半年以上が経ち、最近のI様はすっかり今の環境に慣れたご様⼦です。ご⾃⾝のお部屋でゆったり過ごされる時間もありますが、他利⽤者様の声に応じたり、カウンターの前まで来て職員の⾜に触れて戯れたりしながら、ユニットでの仲間との⽣活を楽しんで送られているようにみえます。⽿を澄ますと聞こえる新幹線の⾳に⼀番に気付き、「あっ」と嬉しそうなお顔をされていることもあります。 リハビリの場⾯でも⼀歩前進したことがあります。今までは、ボールを転がして、その先で落ちる⾳やものにぶつかる⾳を楽しんでいました。今は少し難易度が上がって、ボールを容器に⼊れることで起こる変化や、⼿で容器を回してボールを⽳から出すこと、それらを繰り返すことなど、新しい気付きや操作がたくさん得られています。⾊々な変化や操作がわかることで理解や許容が広がり、以前苦⼿だった“突然の物⾳”や“予想外の出来事”も、少しずつ受け⼊れられるようになっているように⾒受けられます。 I様に限らず、皆さんの⽣活スタイルが確⽴してきていることを実感します。リハビリ職員も1⽇ユニットの中動いているため、皆さんの⽣活の中に⼊ってリハビリをするということを実感します。利⽤者様の新しくわかったことやできることが増える
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《県道１０号前橋安中富岡線からの順路》
① 「井出」の信号を⾼崎⽅⾯(県道１２３号柏⽊沢⼤⼋⽊線)へ⼊る。
  （前橋⽅⾯からの場合は左折、安中⽅⾯からの場合は右折）
② 最初の信号を直進。
③ 次の「⼤⼋⽊町⻄」の信号を直進。
④ 次の信号を直進。
⑤ 道なりに進むと右側に「さわらび医療福祉センター」の正⾨があります。

《市道⾼崎環状線からの順路》
① 「下⼩⿃町⻄」の信号を箕郷⽅⾯(県道２８号⾼崎東吾妻線)へ⼊る。
  （⾼崎市街地⽅⾯からの場合右折、安中⽅⾯からの場合左折）
② 道なりに進みY字路になっている交差点を右折。
③ 最初の信号を直進。
④ 次の信号を直進。
⑤ 道なりに進むと左側に「さわらび医療福祉センター」の正⾨があります。

〜交通アクセス〜

こちらからHPにアクセスできます

所在地 群⾺県⾼崎市⼤⼋⽊町168-1
T E L 027-361-6111
F A X 027-361-6112



さわらび医療福祉センター
〒３７０−００７２群⾺県⾼崎市⼤⼋⽊町１６８-１Ｔｅｌ：０２７−３６１−６１１１Ｆａｘ：０２７−３６１−６１１２

社会福祉法⼈榛桐会


